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顧みられない熱帯病
ベナン

世界でもっとも知られていない熱帯病のひとつ「ブルーリ潰瘍」。
感染すると、足や腕の皮膚に潰瘍ができ、

治療を受けないと患部が壊
え

死
し

することもある。
しかし、初期段階で治療すると完治することが多いため、
早期発見のため、この病気の周知に尽力する人々がいる。

ベナン南部ズー県ザーニャナド市
にあるグベモンタン病院の待合
室。ここで、ブルーリ潰瘍治療の
権威、シスター・フリア・アギア
ル医師が日々治療に尽力してい
る。2015年7月15日。写真は
すべて、ベナン。
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Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
に
よ
れ
ば
、

世
界
に
は
「
エ
イ
ズ
」「
結
核
」「
マ
ラ
リ
ア
」

の
三
大
感
染
症
と
並
ん
で
、「
顧
み
ら
れ
な

い
熱
帯
病
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Ｎ
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）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。「
顧

み
ら
れ
な
い
熱
帯
病
」
に
は
毎
年
10
億
人
が

罹
患
し
、「
ハ
ン
セ
ン
病
」「
デ
ン
グ
熱
」「
狂

犬
病
」
と
い
う
聞
き
覚
え
が
あ
る
も
の
や
、

「
ブ
ル
ー
リ
潰
瘍
」
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い

も
の
ま
で
17
種
類
あ
る
。
こ
こ
で
は
ブ
ル
ー

リ
潰
瘍
を
紹
介
し
よ
う
。

　

ブ
ル
ー
リ
潰
瘍
は
1
9
6
0
年
代
に
ウ
ガ

ン
ダ
の
ブ
ル
ー
リ
地
方
で
、
大
き
な
潰
瘍
に

か
か
っ
た
患
者
が
多
発
し
た
こ
と
か
ら
名
づ

け
ら
れ
た
。
80
年
代
か
ら
は
世
界
各
地
で
類

似
し
た
症
例
が
相
次
い
で
報
告
さ
れ
、
2 

0

0 

4
年
に
な
る
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
警
告
を
発
す
る

ほ
ど
爆
発
的
に
増
え
た
。
し
か
し
そ
の
後
も

増
え
続
け
、
ア
フ
リ
カ
各
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
中
国
、
日
本（
注
）、
西
太
平
洋
、
メ

キ
シ
コ
な
ど
に
蔓
延
し
た
。

　

2
0
1
3
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
再
度
警
告
を
発

し
、
薬
剤
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

医
療
体
制
が
整
備
さ
れ
る
と
、
だ
い
ぶ
下
火

に
な
っ
た
。
現
在
で
は
ベ
ナ
ン
、
ガ
ー
ナ
、

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
西
ア
フ
リ
カ
諸
国
で

年
間
5
千
人
前
後
が
罹
患
し
て
い
る
。
死
亡

者
も
出
て
い
る
が
、
数
の
推
定
は
難
し
い
。

　

病
原
体
は
マ
イ
コ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
・
ウ
ル

ブ
ル
ー
リ
潰
瘍

撲
滅
を
目
指
し
奮
闘

セ
ラ
ン
ス
と
い
う
細
菌
で
、
水
中
昆
虫
や

蚊
、
ク
モ
や
ム
カ
デ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る

模
様
。
だ
が
感
染
経
路
は
不
明
で
、
ワ
ク
チ

ン
は
研
究
段
階
だ
。
患
者
は
川
辺
や
湿
地
帯

の
住
民
、
と
く
に
15
歳
以
下
の
子
ど
も
に
多

く
、
彼
ら
が
患
者
の
半
数
以
上
を
占
め
る
。

　

症
状
は
、
最
初
は
皮
下
に
白
い
小
さ
な
塊

が
で
き
、
周
囲
の
皮
膚
が
黒
ず
ん
で
く
る
。

手
足
、
と
く
に
下
肢
、
足
の
甲
や
踵か
か
と

に
頻
発
。

ま
れ
に
顔
面
な
ど
に
も
出
現
。
痛
み
が
な
い

の
で
放
っ
て
お
く
と
、
皮
膚
や
軟
組
織
が
破

壊
さ
れ
て
潰
瘍
と
な
る
。
骨
ま
で
影
響
が
お

よ
ぶ
と
、
そ
の
部
分
が
壊え

死し

し
て
機
能
障
害

を
残
す
こ
と
も
あ
る
。
重
症
者
に
は
皮
膚
の

移
植
や
、
手
足
の
切
断
手
術
が
さ
れ
る
。

　

現
在
、
ベ
ナ
ン
で
は
ブ
ル
ー
リ
潰
瘍
の
治

療
の
た
め
に
、
多
く
の
人
が
努
力
を
続
け
て

い
る
。
ズ
ー
県
の
グ
ベ
モ
ン
タ
ン
病
院
で

は
、
ス
ペ
イ
ン
人
シ
ス
タ
ー
の
フ
リ
ア
・
ア

ギ
ア
ル
医
師
が
25
年
以
上
に
わ
た
り
専
門
医

と
し
て
働
き
、
週
平
均
で
50
件
ほ
ど
の
ブ
ル

ー
リ
潰
瘍
の
手
術
を
執
刀
し
て
い
る
。
こ
の

病
院
は
地
域
の
大
き
な
治
療
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。
地
元
の
行
政
府
も
協
働
し
て
お
り
、

早
期
発
見
で
き
れ
ば
80
パ
ー
セ
ン
ト
は
完
治

で
き
る
し
、
抗
生
物
質
の
投
与
だ
け
で
大
き

な
効
果
が
あ
が
る
と
い
う
。
ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

村
々
を
回
っ
て
病
気
の
啓
蒙
活
動
を
お
こ
な

い
、
早
期
発
見
に
一
役
か
っ
て
い
る
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
2
0
3
0
年
ま
で
に
「
顧
み
ら

れ
な
い
熱
帯
病
」の
撲
滅
を
目
指
し
て
い
る
。

ベ
ナ
ン
の
人
々
の
熱
い
闘
い
が
、
実
を
結
ぶ

よ
う
祈
り
た
い
。

グベモンタン病院で皮膚の移植手術を受ける患者。カットされた健康な皮膚を、ストレッチ機でメッシュ状にして、病変部分を覆う。ズー県ザーニャナド市。
2015年7月21日

ダボゴン・サン・カミーユ病院で、ブルーリ潰瘍に効く抗生物質のリファンピシンとクラリスロマイシンを受け取る患者の少女。ズー県アグバニズーン地区ダ
ボゴン。2015年7月15日

農村部での啓蒙活動。症状が出たらすぐに気づくよう、周辺住民を集めて病変した皮膚の写真を見せている。アトランティック県ゼ地区セジェ・デヌー村。
2015年7月8日

（構成・翻訳／野口みどり） （注）日本でも1980年から2014年までに53例が報告された。
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スペイン・サラゴサ生まれ。マドリード
在住。ジャーナリスト・写真家。映画業
界で働きつつ、おもにアジア、アフリカ
地域でドキュメンタリー写真を取り始
める。『エル・パイス』紙などに寄稿。

アナ・パラシオス

グベモンタン病院に入院している
子どもたち。ロコソウ（左）は７か
月入院している。腕の皮膚がメッ
シュ状になっているのは皮膚移植
手術を受けた痕だ。ズー県ザーニ
ャナド市。2015年7月19日


